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要約

ダークトライアドの 3 種のパーソナリティであるマキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパ

シー傾向が対人嫌悪および被嫌悪回避とどのように関係するかを明らかにするために，20 歳から

69 歳までの社会人に Web 調査を実施した。相関分析の結果，マキャベリアニズムは男女とも対

人嫌悪傾向尺度および被嫌悪回避尺度と正の有意な相関をもち，嫌悪対象人物に対してネガティ

ブ感情が高く，嫌悪的な認知も一貫して高かった。自己愛傾向は男女とも対人嫌悪傾向尺度との

間に有意な負の相関を示し，嫌悪対象人物へのポジティブ感情が高かった。被嫌悪回避尺度との

間には男性のみ有意な正の相関を示した。サイコパシー傾向は，男性において被嫌悪回避尺度と

有意な正の相関が，女性では対人嫌悪傾向と有意な正の相関が示され，嫌悪対象人物へのポジティ

ブ感情が高かった。全体的に，マキャベリアニズムが高いと対人嫌悪および被嫌悪回避が高く，

嫌悪対象人物に対するネガティブな認知と感情が高いことが示された。ダークトライアド特性と

対人感情について考察された。

Abstract

This study aimed to investigate correlations of the Dark Triad―Machiavellianism, narcissistic

tendencies, and psychopathic tendencies―, and interpersonal dislike tendency and avoidance

of being disliked (ABD). A Web-based survey was conducted among adults aged 20 to 69.

Correlation analysis revealed that Machiavellianism in both sexes had positive significant
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correlation to the interpersonal dislike tendency scale and the ABD scale, and that negative

feelings and cognitions toward the recalled target person of dislike were consistently higher.

Narcissistic tendencies showed a significant negative correlation with the interpersonal dislike

tendency scale for both sexes, and positive feelings toward the target of dislike were high.

Only males showed a significant positive correlation with the ABD. Psychopathic tendencies

were positively correlated with ABD in males, and significantly positively correlated with

interpersonal dislike in females, who showed more positive feelings toward the target of

dislike. Overall, Machiavellianism was positively associated with higher interpersonal dislike

tendency and ABD, and higher negative cognitions and feelings toward the target disliked

person. Dark triad characteristics and interpersonal emotions were discussed.

問題

進化心理学的な見地から，対人的な好悪感情は互恵的利他性の感情的基盤とされる（Trivers，

1971）。一般に人は，相手に対する好悪感情に応じて協力的になるか否かを切り替えている。ま

た，他者を裏切る相手は嫌われて，避けられる。これらが，人間関係の背景として作用すること

によって，互いの協力が促され，互恵的利他性が強化されていると考えられる。

先行研究で示された，嫌いな他者（斎藤，2003）や苦手な他者（日向野・堀毛・小口，1998；

日向野，2008 など）に共通する特徴は，相手の自己中心性，傲慢さ，偉そうな態度，相手への妬

み，相手の魅力などである。これらは，自己の社会的立場や利益が直接的・間接的に相手から浸

食される状態において対人嫌悪が生じることを示唆する。人は自己の社会的立場と利益について

きわめて鋭敏であり，それらが損なわれる可能性を未然に回避するべく対人嫌悪を発動している

と考えられる。

一方，こういった嫌われる人の特徴は常識的に明白である。すなわち，人はどうしたら他者か

ら嫌われるか知悉している。加えて人は，他者から嫌われると多くの場合，自己利益の逸失につ

ながることを知っている。嫌われれば社会的資源の一部を失うし，評判（reputation；Fehr，2004）

を下げることにもつながり，関係性攻撃（Crick & Grotpeter，1995）を含む直接間接の攻撃対象

となる可能性も高まる。したがって，そういった事態を防ぐためにも，人は通常，他者からの嫌

悪をある程度避けるように行動する傾向をもつだろう。一方，こういった利害に関するいわば高

次の認知を別にしても，自分に対する嫌悪感を他者からあからさまに表明されることは，通常，

多くの人にとって不快である。したがって逆に，状況にも依存するものの，他者への嫌悪感のあ

からさまな表明はその他者に対する攻撃として作用しうる。
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このようなことから，基本的には，人は極端に他者から嫌われないように動機づけられている

と考えられる。他者から嫌われないように努めれば，人は，前述の嫌われる人の特徴と逆の振る

舞いをすることになる。すなわち，他者の利益を尊重し，価値観や態度を相手にあわせ，コミュ

ニケーションを円滑化しようと努力するように方向づけられるだろう。ある集団内のほとんどの

成員にこういった方向づけがなされれば，結果的に，他者から嫌われることを避ける心理行動傾

向は集団内の互恵的利他性を強化すると考えられる。そして実際，この傾向は利他的行動と正の

相関をもっていた（河野・羽成・伊藤，2016）。

一方，互恵的利他性の維持に対して障害となりうる性格特性に，ダークトライアド（Dark

Triad）がある（概説は，下司・小塩，2020；増井・浦，2018）。これは，社会関係の中で，反社

会的または有害で，「嫌われやすい」（socially aversive）とされる 3 種の性格特性であり，マキャ

ベリアニズム（Machiavellianism），自己愛（narcissism）傾向，サイコパシー（psychopathy）傾

向から成る。マキャベリアニズムは，他者を操作しようとする意図，目的のためには手段を選ば

ない傾向，冷酷で計算高い行動を取る，といった特徴をもつ人格像である。自己愛傾向は，過大

な自己評価，強い承認欲求と賞賛を求める傾向，自己の重要性への過度な関心といった特徴をも

つ。サイコパシーは元来，冷酷性，希薄な感情，利己性，無責任，衝動性，表面的魅力などを有

する人格特性である（Cleckley，1976）が，健常範囲におけるサイコパシー傾向者は，他者への感

情的な共感の乏しさ，衝動的で高リスク行動を取る傾向，罪悪感や後悔の乏しさ，法や社会規範

の軽視，といった特徴をもつ個人として特徴づけられる。

これら 3 特性に共通する特徴として，他者に対する共感性の低さ，社会に被害を与える傾向

（Paulhus & Williams，2002），冷淡さと他者操作性（Jones & Figueredo，2013）が指摘されてい

る。その一方で，時間的志向性および同一性希求の点で，3 特性が区別されることも主張されて

いる（Jones & Paulhus，2010）。すなわち，マキャベリアンは長期的に現実的利益をもとめるが，

自己愛傾向者は短期的かつ誇大な自己という理想を求める。これに対して，サイコパシー傾向者

は，短期的かつ現実的利益を求めるとされる。なお，進化心理学的な立場から，ダークトライア

ドはその対人方略が搾取的であることを前提として，生活史戦略（life history strategy）との関

連や配偶行動の点から検討が進んでいる（Jonason, et al., 2009 など）。

ダークトライアド特性の主要な特徴は，前述の嫌われる人の特徴と多くが重複するものである

から，人は嫌悪感を基盤として彼らを排除する傾向をもつといえる。逆にダークトライアド特性

をもつ者にとっては，他者の多くが自分を排除すべく嫌悪感情を生起させやすいと考えられるの

で，その中にあって排除に対応するための何らかの対人方略をそなえるようになるだろう。その

ため，他者から嫌われることに対して，ダークトライアド特性に応じた特徴を示すことが予想さ

れる。一方，ダークトライアド傾向者自体のもつ全般的な対人嫌悪の強さ，さらに他者のどのよ

うな側面に嫌悪を感じやすいかといった点には，同様に各々のダークトライアドの特性が反映さ
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れる可能性がある。

以上の前提に立つと，ダークトライアド傾向者は対人嫌悪および他者から嫌われることについ

てその特性を反映した特徴をもっている可能性が考えられる。そこで本研究では，幅広い年代の

一般的な社会人を対象として，想起した嫌悪対象人物に対する感情および嫌悪的評価を測定し，

さらに全般的な対人嫌悪のもちやすさ，嫌われることを自覚的に避けようとしている程度（被嫌

悪回避）について Web 調査を用いて検討を試みた。結果の分析では，ダークトライアド 3 特性

それぞれは，（1）対人嫌悪が高いか，（2）他者から嫌われることを避ける傾向が強いか，（3）具

体的な嫌悪対象人物に対する嫌悪的な評定にどのような特徴が見られるか，をそれぞれ明らかに

する。なおその際には，対人嫌悪傾向尺度と被嫌悪回避尺度について，比較可能な結果について

は先行研究と比較しつつ，尺度特性についても副次的に検討する。

方法

調査参加者

インターネット調査会社（マクロミル社）の登録者から回答者を募集した。対象者から 20～60

代の各年代（20 － 29 歳，30 － 39 歳，40 － 49 歳，50 － 59 歳，60 － 69 歳）に，男性 83 名，女

性 83 名ずつが割り当てられ，計 830 名（男性 415 名，女性 415 名）の回答が収集された。ここか

ら，職業カテゴリで「学生」を選択した回答者を除外し，808 名（男性 405 名，女性 403 名）が分

析の対象となった。回答者の平均年齢は 45.24 歳（SD ＝ 13.53）であった。

調査内容

まず，参加者に「現在の職場や学校，地域等の人間関係の中で，あなたが最も嫌いな人，好き

でない人」の想起を求め，その人物の性別，年齢の入力を求めた。その後，この人物について以

下の測定を実施した。

対象人物に対する感情：対人関係における典型的な肯定的感情として「尊敬」「愛情」を，同じく

否定的な感情として「恐怖」「軽蔑」「嫌悪」「怒り」を選定し，想起した対象人物に対する各感情

について 7 件法（1 ＝まったく感じない～ 7 ＝非常に感じる）による評定を求めた。

対人的嫌悪尺度：対象人物の嫌悪的な特徴に対する評価を測定するために，斎藤（2003）が開発

した対人的嫌悪尺度を投入した。この尺度は，嫌いな他者の特徴を 8 種（「自分との相違による嫌

悪」「相手への妬みによる嫌悪」「相手の傲慢さによる嫌悪」「相手の自己中心性による嫌悪」「相

手の主張過剰による嫌悪」「自分との類似による嫌悪」「相手の外見による嫌悪」「相手の話し方に

よる嫌悪」）の下位尺度から測定するものである。それぞれの下位尺度は，9 項目，8 項目，8 項
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目，12 項目，6 項目，4 項目，3 項目，3 項目から構成されていたが，本研究では回答時の負担を

考慮し，各下位尺度の因子負荷量の大きい項目から 5 項目を採用した（構成項目数が 5 未満の｢自

分との類似による嫌悪｣｢相手の外見による嫌悪｣｢相手の話し方による嫌悪｣の各下位尺度のみ全

項目を採用）。各項目について 6 件法（1 ＝まったくそう思わない・まったくあてはまらない～ 6

＝まったくそう思う・まったくあてはまる）で評定を求めた。また，個人特性を測定する目的で

以下の尺度を投入した。

対人嫌悪傾向尺度：本尺度（高瀬・河野，2023）は対人嫌悪のもちやすさを測定するものであり，

8 項目で構成されている（5 件法：1 ＝まったくあてはまらない～ 5 ＝非常にあてはまる）。高得

点ほど対人嫌悪をもちやすいことを示している。

被嫌悪回避尺度：他者から嫌われることを避けようとする傾向を測定するために，河野・羽成・

伊藤（2014）の被嫌悪回避尺度を投入した。全 10 項目に対して 5 件法（1 ＝まったくあてはまら

ない～ 5 ＝まったくあてはまる）によって評定を求めた。

日本語版Short Dark Triad（SD3-J）：ダークトライアド傾向を測定する目的で，下司・小塩

（2017）の日本語版 Short Dark Triad（以下，SD3-J）を投入した。マキャベリアニズム，自己愛

傾向，サイコパシー傾向のそれぞれについて 9 項目 5 件法（1 ＝まったくそう思わない～ 5 ＝非

常にそう思う）で評定を求めた。

ビッグファイブ性格特性（日本語版Ten Item Personality Inventory; TIP-J）：後述の重

回帰分析において一般的な性格特性の影響を調整するために，日本語版 Ten Item Personality

Inventory（小塩・阿部・カトローニ，2012）を投入した。これは，パーソナリティ特性のいわゆ

る Big Five を少ない項目によって簡便に測定するために開発された項目群である。外向性，協

調性，勤勉性，神経症傾向，開放性のそれぞれについて 2 項目 7 件法（1 ＝全く違うと思う～7 ＝

強くそう思う）で評定を求めた。

倫理的配慮

本研究は東海学園大学研究倫理委員会の承認を得た（受付番号 2023-19）。調査協力者は研究参

加および結果の公表について同意の上で自発的に調査に参加していた。

結果

嫌悪対象人物の特徴

回答者の性ごとに嫌悪対象人物の性別人数を算出した。嫌悪対象人物として，男性回答者の

324 名（80.0％）は男性を挙げ，81 名（20.0％）が女性を挙げた。この度数の偏りは有意であった
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（χ2＝ 145.8，df ＝ 1，p<.001）。同様に，女性回答者の 99 名（24.6％）は男性を挙げ，304 名

（75.4％）が女性を挙げた。この度数の偏りは有意であった（χ2＝ 104.3，df ＝ 1，p<.001）。男

女の割合の差は有意ではなかった（2 つの比率の比較検定による；N1 ＝ 405，N2 ＝ 403，p ＝ .12）。

男女とも，異性より同性を嫌悪する特徴があったと言える。大学生を対象とした先行研究（日向

野，2007；河野・羽成・伊藤，2017）でも，男女とも同性嫌悪が見られ，河野・羽成・伊藤（2017）

では同性を挙げた割合は男性の方が多かった。

なお，対象者との身体的接触を避ける程度（接触回避）について性差を検討した研究（Kawano,

Hanari, & Ito，2011；河野・羽成・伊藤，2015b；羽成・河野・伊藤，2022）では，大学生におい

て，女性はほぼ一貫して男性に対する高い回避と女性に対する低い回避を示すことが明らかに

なっている。したがって，本研究で扱う一般的な対人嫌悪とは様相が異なっている。ただし，接

触回避については，特定の嫌悪対象人物で検討したものではないので，その点についての確認が

必要である。

嫌悪対象人物の推定年齢について記載のあった回答に基づき，年齢の平均値を算出した。男性

回答者における嫌悪対象人物男性の推定年齢は平均 47.68 歳（SD ＝ 14.14）であり，嫌悪対象人

物女性の推定年齢は平均 53.98 歳（SD ＝ 14.57）だった。一方，女性回答者における嫌悪対象人

物男性の推定年齢は平均 48.35 歳（SD ＝ 14.02）であり，嫌悪対象人物女性の推定年齢は平均

48.58 歳（SD ＝ 16.02）だった。回答者の性ごとに嫌悪対象人物男女の推定年齢の平均値につい

て t 検定を行った結果，男性回答者において有意な差が認められたが（t(235)＝-2.698，p<.01，

Cohen’s d ＝-0.443），女性回答者において有意な差は認められなかった（t(212)＝-0.076，ns，

Cohen’s d ＝-0.014）。また，回答者の年齢と嫌悪対象人物の推定年齢との差を算出したところ，

男性回答者における嫌悪対象人物男性との年齢差は平均 2.37 歳（SD ＝ 10.93）であり，嫌悪対

象人物女性との年齢差は平均 4.94 歳（SD ＝ 18.67）だった。一方，女性回答者における嫌悪対

象人物男性との年齢差は平均 6.41 歳（SD ＝ 14.23）であり，嫌悪対象人物女性との年齢差は平

均 2.59 歳（SD ＝ 11.51）だった。いずれも嫌悪対象人物は平均すると回答者本人よりも年上だっ

たが，嫌悪対象人物男性との年齢差（t(58.42)＝-1.805，ns，Cohen’s d ＝-0.348）および嫌悪対

象人物女性との年齢差（t(37.86)＝ 0.708，ns，Cohen’s d ＝ 0.182）には，いずれも回答者の有意

な性差は見られなかった。

対人嫌悪傾向尺度および被嫌悪回避尺度の信頼性

対人嫌悪傾向尺度（高瀬・河野，2023）は幅広い年代のサンプルを対象として開発されたのに

対し，被嫌悪回避尺度（河野・羽成・伊藤，2014）は当初大学生を対象として開発された。開発

時点のサンプルにおいて，それぞれ尺度としての一定の信頼性が確認されているが，両尺度につ

いて，今回の社会人サンプルにおいて信頼性を再確認した。まず，それぞれの尺度項目に対して
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因子分析（最尤法）を実施したところ，高い一因子性が確認された（第一因子による説明率は対

人嫌悪傾向尺度で 60.9％，被嫌悪回避尺度で 59.1％）。続いて，アルファ係数を算出したところ，

高い一貫性が認められた（対人嫌悪傾向尺度α＝ .91，被嫌悪回避尺度α＝ .92）。したがって，

本調査の社会人サンプルにおいてもこれらの尺度は一定の信頼性が確認されたと言える。

主要変数の性差

次に，主要な変数について，回答者の性ごとの平均値および検定結果を示す（Table 1）。対人

嫌悪傾向尺度および被嫌悪回避尺度には性差が見られ，いずれも女性が男性より高かった。ダー

クトライアドについては，マキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパシー傾向のすべてにおい

て男性が高かった。嫌悪対象人物に対する感情はいずれも性差が見られなかった。一方，対人的

嫌悪尺度の下位尺度については，「自分との相違による嫌悪」と「相手の主張過剰による嫌悪」は

女性が高かったが，「自分との類似による嫌悪」は男性が高かった。

変数間の相関

続いて，主要な変数間の相関を Table 2 に示す。対人嫌悪傾向尺度と被嫌悪回避尺度の間には

男女とも有意な正の相関が認められた。対人嫌悪傾向は男女とも，「相手への妬みによる嫌悪」と

「自分との類似による嫌悪」を除いてすべての対人的嫌悪尺度の下位尺度と有意な正の相関が見
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Table 1 対人嫌悪傾向尺度，被嫌悪回避尺度，ダークトライアドの 3特性，嫌悪対象人物に対する 6種の
感情および対人的嫌悪尺度の 8下位尺度の性別平均値と t検定の結果：（ ）は標準偏差



られた。一方，被嫌悪回避は男性においてすべての対人的嫌悪尺度の下位尺度と有意な正の相関

が見られた。女性においては，「相手への妬みによる嫌悪」「相手の主張過剰による嫌悪」「相手の

話し方による嫌悪」とのみ有意な正の相関が見られた。

マキャベリアニズムは男女とも対人嫌悪傾向尺度と正の，被嫌悪回避尺度と正の有意な相関を

もっていた。マキャベリアニズムが高いと，他者を嫌うことと他者から嫌われることを避ける傾

向とがともに高いと言える。自己愛傾向は，男女とも対人嫌悪傾向尺度との間に有意な負の相関

を示したが，被嫌悪回避尺度との間には男性のみ有意な正の相関を示した。自己愛傾向が高いと

男女とも他者を嫌わない傾向がわずかにあり，男性のみ他者から嫌われることを避ける傾向がわ

ずかにあることが示唆された。サイコパシー傾向は，男性において対人嫌悪傾向尺度と有意な相

関は示されず，被嫌悪回避尺度とのみ正の相関が示された。一方，女性では逆に，対人嫌悪傾向

と有意な正の相関が示され，被嫌悪回避尺度とは有意な相関が示されなかった。男性のサイコパ

シー傾向者は嫌われることを避ける傾向がわずかにあり，女性は他者を嫌う傾向がわずかにある

ことが示唆された。ただし，自己愛傾向およびサイコパシー傾向とこれら 2 尺度との相関は小さ

いので，比較的明瞭な結果が得られたのは，マキャベリアニズムと対人嫌悪傾向尺度および被嫌

悪回避尺度との相関であると言える。

嫌悪対象人物に対する感情については，マキャベリアニズムは男女とも，ポジティブ感情であ

る尊敬・愛情とは無相関であり，ネガティブ感情の恐怖・軽蔑・嫌悪・怒りとは有意な正の相関

が見られた。これに対して，自己愛傾向は男女とも，尊敬・愛情と有意な正の相関，嫌悪と有意

な負の相関を示し，男性においてのみ軽蔑と有意な負の相関があった。恐怖と怒りとは無相関

だった。サイコパシー傾向は，男女とも尊敬・愛情と有意な正の相関が見られたことは自己愛傾

向と同様であったが，男女とも恐怖と正の相関が見られ，女性のみ軽蔑と怒りと有意な正の相関

を示した。全体的に，マキャベリアニズムは嫌悪対象人物に対する高いネガティブ感情と関連し

ているが，自己愛傾向とサイコパシー傾向はポジティブ感情と関連していることが示された。

さらに，嫌悪対象人物に対する対人的嫌悪尺度による 8 種の側面との相関を見ると，マキャベ

リアニズムは男女とも 8 種すべての嫌悪と有意な正の相関があった。これに対して，自己愛傾向

は男女とも「自分との相違による嫌悪」と有意な負の相関，「相手への妬みによる嫌悪」および「自

分との類似による嫌悪」と有意な正の相関が見られた。サイコパシー傾向は，「相手への妬みによ

る嫌悪」「自分との類似による嫌悪」「相手の外見による嫌悪」と有意な正の相関が見られた。こ

こでも，全体的にマキャベリアニズムは，自己愛傾向とサイコパシー傾向よりも対象人物に関す

るさまざまな嫌悪的認知が高いことが示唆された。

なお，「自分との類似による嫌悪」はダークトライアド 3 種とも男女で有意な正の相関を示して

いるが，自己愛傾向とサイコパシー傾向はマキャベリアニズムよりもすべて有意に相関が大き

かった（相関係数の有意差検定）。この差も，マキャベリアニズムとその他の 2 特性との特徴の違
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いを反映するものと思われる。

ダークトライアドおよびビッグファイブ性格特性による対人嫌悪傾向と被嫌悪回避の予測

ダークトライアド 3 種が対人嫌悪傾向および被嫌悪回避に対して，それぞれが独自にどの程度

関係するかを検討するために，対人嫌悪傾向尺度および被嫌悪回避尺度を従属変数として重回帰

分析を試みた。説明変数には，ダークトライアド 3 種に加えて，一般的な性格特性であるビッグ

ファイブを採用し，マキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパシー傾向，外向性，協調性，勤

勉性，神経症傾向，開放性の 8 変数を取り上げた（Table 3）。単相関では自己愛傾向およびサイ
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Table 2 主要変数間の相関係数

数字上段は男性回答者（n ＝ 405），下段は女性回答者（n ＝ 403）

Table 3 ダークトライアド 3種とビッグファイブ性格特性を説明変数として，対人嫌悪傾向尺度（上）
および被嫌悪回避尺度（下）を従属変数とした重回帰分析の結果（強制投入法）



コパシー傾向において有意差の有無に性差が見られたが，ここでは，全体的な傾向を把握するた

めに男女込みのデータによって分析した。対人嫌悪傾向（F(8,799)＝ 21.69，p<.001，R2＝ .178）

および被嫌悪回避（F（8,799）＝ 35.60，p<.001，R2＝ .263）の各モデルは有意であった。すべ

てのモデルにおいて VIF が 10 を超える説明変数はなく，多重共線性の問題は確認されなかった。

対人嫌悪傾向を有意に予測したのは，マキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパシー傾向，

勤勉性，神経症傾向であった。このモデルにおいては，マキャベリアニズムとサイコパシー傾向

はいずれも対人嫌悪傾向の高さと，自己愛傾向は低さと関連していた。一般的な性格特性では，

勤勉性の高さと神経症傾向の高さが，高い対人嫌悪傾向と関係していた。

一方，被嫌悪回避を有意に予測したのは，マキャベリアニズム，自己愛傾向，サイコパシー傾

向，協調性，神経症傾向，開放性であった。マキャベリアニズムおよび自己愛傾向が高いほど被

嫌悪回避が高いが，サイコパシー傾向は被嫌悪回避の低さと関係していた。性格特性では，協調

的であるほど，神経症傾向が高いほど，開放性が低いほど，被嫌悪回避が高かった。このモデル

においては，マキャベリアニズムと自己愛傾向はいずれも被嫌悪回避を高めるように作用してい

たが，サイコパシー傾向は被嫌悪回避を低めるように作用していた。

このように，男女込みのモデルにおいて，マキャベリアニズムが高いと対人嫌悪傾向と被嫌悪

回避の両者とも高まった。一方，自己愛傾向が高いと対人嫌悪傾向は低下し，被嫌悪回避は高まっ

た。さらに，サイコパシー傾向が高いと，自己愛傾向とは逆に，対人嫌悪傾向が高まり被嫌悪回

避は低下した。このモデルの範囲では対人嫌悪傾向と被嫌悪回避との関係がダークトライアド 3

種間でそれぞれ異なることが示された。

また，性格特性については，予想されるように神経症傾向が対人嫌悪傾向と被嫌悪回避の両者

に影響していた。勤勉性の高さが対人嫌悪傾向と若干の関係を示したことは，勤勉性が高いと他

者に対してやや不寛容であることを示唆する。他者との葛藤を避けようとする特性である協調性

が被嫌悪回避の高さと関連していることは整合的である。開放性の高さが低い被嫌悪回避と関連

することについては，開放性の高い個人が他者の意向よりも自己の個性や独自性を重んじること

を反映しているものと考えられる。

考察

本研究では，幅広い年代の一般社会人を対象に，ダークトライアドの 3 種の特性が一般的な対

人嫌悪傾向および被嫌悪回避とどのように関連するか，また，嫌悪対象者に対する評定にどのよ

うな特徴が見られるかを検討した。これにより，問題で掲げた 3 点について以下のように結論づ

けられる。すなわち，（1）マキャベリアニズムは対人嫌悪傾向の高さと明瞭に関係するが，自己
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愛傾向は対人嫌悪傾向の低さと関連する。一方，サイコパシー傾向は対人嫌悪傾向との関連が性

によって異なる可能性がある。（2）マキャベリアニズムは被嫌悪回避の高さと明瞭に関連するが，

一方，自己愛傾向とサイコパシー傾向は被嫌悪回避との関連が性によって異なる可能性がある。

（3）マキャベリアニズムは嫌悪対象人物に対するネガティブ感情の高さに加え，対人的嫌悪尺度

のさまざまな対人嫌悪の評定の高さと関連する。一方，自己愛傾向とサイコパシー傾向は，嫌悪

対象人物に対するポジティブ感情の高さと関係する。

対人嫌悪傾向尺度の有意な性差が本研究で示されたが，一般成人（高瀬・河野 ,2023）および看

護師（高瀬・河野 ,2024）を対象とした先行研究においては有意な性差は得られていない。本研究

においても効果量は小さい（d 絶対値は 0.191）ので，サンプルサイズによっては性差が検出され

ないものと思われる。被嫌悪回避尺度は，河野・羽成・伊藤（2014）においては本研究と同様に

女性の得点が高かったが，河野・羽成・伊藤（2015a）では有意な性差が得られていない。先行研

究はいずれも大学生を対象としていたので，回答者の年齢や職の有無にともなう対人葛藤の量と

いった観点から，今後，性差を確認する必要があろう。

性差については，本研究ではダークトライアドの 3 種とも男性が女性よりも高いという結果が

得られた。大学生を被調査者とした下司・小塩（2017）では，SD3-J によって測定したマキャベ

リアニズムとサイコパシー傾向において男性が高いことが示されている。同様にギャンブル経験

者を対象とした調査（高田，2023）では，男性の自己愛傾向とサイコパシー傾向が女性より有意

に高かったが，マキャベリアニズムには有意な性差が見られていない。本研究の結果も，効果量

の点でマキャベリアニズムの性差は大きくないので，明瞭な性差が見られたのは自己愛傾向とサ

イコパシー傾向であったと考えられる。この 2 特性の性差は，日本人の社会人を主な対象とした

調査では比較的信頼性が高いことが示唆される。

嫌悪対象人物に対する感情評定はいずれも性差が見られなかった一方，対人的嫌悪尺度の下位

尺度では「自分との相違による嫌悪」と「相手の主張過剰による嫌悪」は女性が高かったが，「自

分との類似による嫌悪」は男性が高かった。これに対し，河野・羽成・伊藤（2015a）では性差が

見られておらず，斎藤（2003）の結果では「自分との相違による嫌悪」「相手への妬みによる嫌悪」

は女性が高く，「相手の傲慢さによる嫌悪」「相手の話し方による嫌悪」は男性が高かった。先行

研究は大学生を対象としているので，これらの性差の違いについても年齢や有職者か否かといっ

た点から確認する必要がある。

対人嫌悪傾向尺度と被嫌悪回避尺度の間には男女とも有意な正の相関が認められ，対人嫌悪傾

向が高いと逆に嫌われることを避けようとする傾向も高いことが示された。重回帰分析の結果か

らも示されるように，この 2 つの心理傾向には一般的な性格特性である神経症傾向が関与してい

ると考えられるので，これらの間に相関が生じる原因には神経症傾向の高さが共通の素因の一部

になっていることが推定される。対人嫌悪傾向は男女とも，対人的嫌悪 8 下位尺度中 6 尺度と有

ダークトライアドは他者を嫌い，他者から嫌われることを避けようとするのか？ 11



意な正の相関が見られ，対人嫌悪傾向が高いと全般的に対象人物の多様な嫌悪的認知が強いこと

が示された。一方，被嫌悪回避は男性においてすべての対人的嫌悪尺度の下位尺度と有意な正の

相関が見られた。男性では，対人嫌悪傾向と同様に被嫌悪回避が高いと対象人物の多様な嫌悪的

認知が強いことが示された。女性においては，3 下位尺度とのみ有意な正の相関が見られ，男性

に比べて嫌悪的認知との関係は限定されていた。これらの違いについては，職業状況の男女差に

ともなう社会的関係の質や量の違いが影響している可能性があるので，たとえば社会的関係の幅

や上下関係といった点から今後検討する必要があろう。

単相関の結果から，マキャベリアニズムが高い個人は，他者を嫌う傾向と他者から嫌われるこ

とを避ける傾向とがともに高いことが示された。ダークトライアド中のマキャベリアニズムの特

徴は，戦略性・計画性が高いことであり（Jones，2016），他者に対する取り入り（ingratiation）

や，評判作り（reputation building）を対人戦術のひとつとして示すことが指摘されている

（Rauthmann & Will，2011；Jones & Paulhus，2011）。ここで示された，一般的な対人嫌悪および

特定他者に対する嫌悪が高いと同時に自分は嫌われることを避けようとする傾向を備えているこ

とは，マキャベリアンの戦略性が対人感情に反映されているものと考えられる。

これに対し，自己愛傾向およびサイコパシー傾向は，対人嫌悪傾向と被嫌悪回避との相関係数

が小さく，かつ，男女で部分的に異なっていた。自己愛傾向の場合，男女とも対人嫌悪傾向尺度

と負の相関，男性のみ被嫌悪回避尺度と正の相関が見られた。サイコパシー傾向は，男性では被

嫌悪回避尺度とのみ正の相関が示された一方，女性では逆に，対人嫌悪傾向尺度とのみ有意な正

の相関が示された。このような相関の性差については，どの程度安定しているかを含めて，今後

の検討が必要であろう。

嫌悪対象人物に対する感情については，全体的に，マキャベリアニズムは嫌悪対象人物に対す

る高いネガティブ感情と関連していることが示された。これは，マキャベリアニズムが対人嫌悪

傾向尺度で測られる一般的な嫌悪傾向の高さと相関があったことと一貫した結果であり，マキャ

ベリアニズムの強い個人は，感情的な側面でも嫌悪的な他者に対するネガティブ感情が強く生じ

る傾向を示していると考えられる。

これに対して，自己愛傾向とサイコパシー傾向はポジティブ感情と関連していることが示され

た。その理由は本研究の範囲では明らかでないが，これらの 2 特性と，対人的嫌悪感尺度の「自

分との類似による嫌悪」との相関がマキャベリアニズムよりも有意に高く，「相手への妬みによる

嫌悪」も部分的に高い傾向が見られることから，嫌悪対象者として自分と同等以上の評価を受け

ている人物を選びやすく，かつ，悪性妬みをいだきやすい（稲垣，2019）ことを反映している可

能性がある。

ここで試行した男女込みの重回帰モデルにおいては，対人嫌悪傾向と被嫌悪回避との関係が

ダークトライアド 3 種間でそれぞれ異なっていた。すなわち，マキャベリアニズムの高さは，対
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人嫌悪傾向の高さと被嫌悪回避の高さと関係していた。自己愛傾向は対人嫌悪傾向を低め，被嫌

悪回避を高めた。サイコパシー傾向は自己愛傾向とは逆であり，対人嫌悪傾向を高め被嫌悪回避

を低めるように作用した。この結果は，従来指摘されてきたダークトライアドの人格像から次の

ように整合的に解釈できる可能性がある。すなわち，マキャベリアンは，他者に対する取り入り

や排除を戦略的に実行するため，他者に対する嫌悪をいだきやすくまた嫌悪感自体も強いが，一

方で，自分の立場や評判が悪化することを避けるために被嫌悪回避も高い。自己愛傾向者は，自

己への賞賛を求め維持するために他者からの嫌悪を避け，そして，おそらく好意の返報性

（Cialdini，2008）を前提として，他者からの好意を高めるべく他者に対して好意的になる特性を

備える。サイコパシー傾向者は，他者に対する共感性が少なく衝動的なため，他者を嫌悪しやす

いが，自己に嫌悪が向けられることにも無頓着である。言い換えれば，対人嫌悪傾向と被嫌悪回

避には，マキャベリアニズムの戦略性，自己愛傾向者の自己承認欲求，サイコパシー傾向者の衝

動性がそれぞれ反映されていると考えることが可能であろう。

ダークトライアドが，その反社会的な本質を他者に察知される結果，一般的に他者から嫌悪さ

れやすいとすると，マキャベリアンは高い被嫌悪回避によってこれを意図的に避けようとし，自

己愛傾向者は他者に対する嫌悪の少なさによって返報的に好意の維持を目指しているとも解釈で

きるかもしれない。一方，サイコパシー傾向者については，対人嫌悪や被嫌悪回避といった側面

において，他者からの嫌悪を回避する方略が不明確である。そのため，サイコパシー傾向者は別

の方略を備えているのかもしれない。たとえば，サイコパシー傾向者の一般的な他者への援助傾

向の高さ（Mahmut，Cridland & Stevenson，2016）は，他者からの嫌悪を回避する方略のひとつ

として機能しているのかもしれない。

ただしこの重回帰の結果は，特に，単相関の性ごとの特徴を無視して男女込みで分析している

ことやダークトライアドの 3 尺度間に一部高い相関が見られること，追加の説明変数として単純

にビッグファイブ性格特性のみを採用していること，といった問題点があるので，あくまで，全

体像の示唆を得るためのひとつの試みと位置づけられる。

以上のように，本研究によってダークトライアドと対人嫌悪傾向ならびに被嫌悪回避との関係

が示され，それぞれの特性を反映した対人嫌悪の様相が示唆された。今後の課題としては，ここ

で明らかになったダークトライアド特性と対人嫌悪・被嫌悪回避との関係を他の関連変数，たと

えば人間関係トラブルの質と量等を加味して確認することが挙げられるだろう。さらに，互恵的

な社会関係の維持という観点から，ダークトライアド特性や対人感情の特性が相互にどのように

関わりながら利他的な行動を調整しているかを明らかにすることが次の主要な課題となる。
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